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Q
A

子ども医療費（通院費）の助成対象
年齢を中学３年生まで拡大を
〈町長〉

2023 年度からの実施に向け検討する。

【
Ｑ
１
】

　

現
在
、
熊
野
町
の
通
院

に
係
る
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
の
対
象
年
齢
は
、
就

学
前
（
６
歳
児
）
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。県
内
で
は
、

23
市
町
の
う
ち
13
市
町

（
56
％
）
が
中
学
３
年
生

ま
で
又
は
そ
れ
以
上
に
拡

大
し
て
き
て
お
り
、
本
町

は
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
。

　

本
町
が
、
子
育
て
支
援

の
推
進
を
町
内
外
に
強
く

ア
ピ
ー
ル
し
、定
住
促
進
、

定
住
人
口
増
を
目
指
す
た

め
に
は
、
中
学
３
年
生
ま

で
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

【
Ａ
１
】

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
が

一
段
落
す
る
２
０
２
３

（
令
和
５
）
年
度
か
ら
の

実
施
に
向
け
、
対
象
年
齢

の
拡
大
を
検
討
し
た
い
。

対
象
年
齢
拡
大
の
範
囲
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
無

料
と
し
て
い
た
一
部
負
担

金
を
全
て
の
対
象
者
か
ら

ご
負
担
い
た
だ
い
た
う
え

で
、
中
学
３
年
生
ま
で
拡

大
し
た
い
。

光本 一也議員

A

「くまどくノート」に代わる「読書通帳」を
導入してはどうか

〈教育部長〉

費用面を含め検討したい。
【
Ｑ
１
】

　
「
く
ま
ど
く
事
業
」
の
現

状
と
成
果
・
課
題
は
。

【
Ａ
１
】

　

小
中
学
生
の
達
成
率
は

昨
年
度
約
75
％
。
保
育

所
・
幼
稚
園
児
は
低
い
状

況
で
推
移
し
て
い
る
。
本

を
読
む
こ
と
で
文
字
を
読

む
力
、
言
葉
を
読
み
解
く

力
、
文
字
を
速
く
読
む
力

な
ど
が
養
わ
れ
、
学
習
面

に
も
プ
ラ
ス
効
果
が
見
ら

れ
る
。
中
学
生
の
読
書
時

間
の
確
保
と
大
人
の
読
書

の
習
慣
化
が
課
題
。

【
Ｑ
２
】

　

保
育
所
・
幼
稚
園
児
の

く
ま
ど
く
達
成
率
が
低
い

理
由
は
。

【
Ａ
２
】

　

８
割
の
保
護
者
は
家
庭

で
の
本
の
読
み
聞
か
せ
が

で
き
て
い
る
が
、
く
ま
ど

く
ノ
ー
ト
へ
の
記
載
ま
で

で
き
て
い
な
い
た
め
達
成

率
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

【
Ｑ
３
】

　
「
く
ま
ど
く
ノ
ー
ト
」
は
、

年
齢
段
階
に
よ
っ
て
内
容

を
変
え
て
も
良
い
の
で
は
。

【
Ａ
３
】

　

各
年
代
に
応
じ
た
ノ
ー

ト
の
作
成
を
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
４
】

　
「
く
ま
ど
く
ノ
ー
ト
」
に

代
わ
る
「
読
書
通
帳
」
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
Ａ
４
】

　
「
読
書
通
帳
」
を
導
入

し
て
い
る
三
原
市
で
は
、

銀
行
の
預
金
通
帳
そ
っ
く

り
の
も
の
を
小
中
学
生
に

配
布
し
て
い
る
。
費
用
面

を
含
め
検
討
し
た
い
。

〈光本 一也 議員〉Q

▲
 

く
ま
ど
く
ノ
ー
ト

子育て支援
教 育

『
く
ま
ど
く
事
業
』と
は

　
子
ど
も
と
家
族
が
同
じ
本
を

読
み
そ
の
感
想
等
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
読
書
の
習
慣
化
と
家

族
の
絆
を
深
め
る
取
り
組
み
。

Q
A

「コロナ対策」による学校の授業時間等の
確保は。児童生徒への影響は
〈教育長〉

授業時間は確保できる見込みだ。
行事等で未実施のものもあるが、工夫し対応している。

諏訪本 光議員

【
Ｑ
１
】

　

臨
時
休
業
に
よ
る
児
童

生
徒
の
学
力
格
差
や
全
体

的
な
学
力
の
低
下
は
み
ら

れ
な
い
か
。

【
Ａ
１
】

　

学
力
格
差
は
見
ら
れ
て

い
る
が
、
個
別
指
導
な
ど

の
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

　

全
体
的
な
学
力
低
下
は

見
ら
れ
て
い
な
い
。
学
力

調
査
結
果
等
を
見
な
が
ら
、

指
導
す
る
。

【
Ｑ
２
】

　

行
事
等
が
中
止
に
な
る

中
で
、
学
校
生
活
の
リ
ズ

ム
は
ど
の
よ
う
に
し
た
か
。

ま
た
、
実
施
が
難
し
い
行

事
へ
の
工
夫
は
な
か
っ
た

の
か
。

【
Ａ
２
】

　

行
事
の
形
を
変
え
る
な

ど
工
夫
し
て
、
例
年
に
近

い
学
校
生
活
の
リ
ズ
ム
を

保
て
た
。

　

中
学
生
の
職
場
体
験
の

よ
う
に
実
施
で
き
な
か
っ

た
行
事
も
あ
っ
た
が
、
参

観
者
を
保
護
者
限
定
と
し

た
行
事
に
し
た
り
、
学
年

単
位
に
規
模
を
縮
小
し

て
実
施
し
た
学
校
も
あ
る
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使

う
な
ど
し
た
。

【
Ｑ
３
】

　

最
初
か
ら
中
止
で
な

く
、
工
夫
し
努
力
す
る

こ
と
が
大
切
だ
。
そ
れ

が
次
年
度
以
降
の
取
り

組
み
の
材
料
と
な
る
。

教
育
環
境
は
不
十
分
で
あ

っ
た
が
、
個
々
の
学
年
で

の
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
「
完

結
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
学
校
と
家
庭
と
地
域

が
一
体
と
な
り
、
愛
情

を
も
っ
て
子
ど
も
を
育

て
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

回
答
は
い
ら
な
い
。

Q
A

熊野トンネル無料化後の
平谷交差点交通量の検証は
〈町長〉

交差点の改良が行われた。その効果の検証と、必要により追
加対策を適宜、要望する。

中島 数宜議員

【
Ｑ
１
】

　

昨
年
、「
交
通
量
、
地
元

の
強
い
要
望
を
踏
ま
え
横

断
歩
道
の
復
元
を
判
断
す

る
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

交
通
量
の
大
き
な
増
加
は

な
い
。
復
元
し
な
い
の
か
。

【
Ａ
１
】

　

豪
雨
災
害
の
際
、
渋
滞

対
策
に
伴
い
、
歩
行
者
の

安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

廃
止
さ
れ
た
が
、
引
き
続

き
、
今
後
の
状
況
に
注
視

し
て
い
く
。

【
Ｑ
２
】

　

交
通
量
が
増
加
す
れ
ば
、

騒
音
、
振
動
、
排
気
ガ
ス

等
、
環
境
面
の
悪
化
が
心

配
さ
れ
る
。
継
続
的
な
調

査
と
、
そ
の
対
策
検
討
は
。

【
Ａ
２
】

　

交
通
量
が
増
加
す
る
可

能
性
は
あ
る
が
、
環
境
面

に
大
き
な
影
響
は
与
え
な

い
と
考
え
て
い
る
。
関
係

機
関
と
連
携
し
、
交
通
量

の
動
向
に
注
視
し
て
い
く
。

【
Ｑ
３
】

　

平
谷
地
内
の
県
道
矢
野

安
浦
線
は
交
差
点
ま
で
熊

野
町
に
移
管
さ
れ
る
と
思

う
が
そ
の
時
期
は
。

【
Ａ
３
】

　

必
要
な
道
路
修
繕
等
を

行
っ
た
後
に
来
年
度
中
の

移
管
と
伺
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　

平
谷
地
内
は
歩
道
幅
も

狭
く
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
ほ

と
ん
ど
な
い
。
移
管
前
に

危
険
性
の
高
い
区
間
を
解

消
し
た
後
、
移
管
に
応
ず

る
べ
き
で
あ
る
。

【
Ａ
４
】

　

移
管
前
に
改
良
的
要
素

を
除
く
舗
装
の
打
ち
換
え
、

側
溝
修
繕
、
歩
道
の
段
差

解
消
を
実
施
す
る
と
伺
っ

て
い
る
。

道 路
交 通

▲ 熊野トンネル
　 無料化


